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沿革と組織の概要 

人体病理学・病理診断学分野は、東大医学部附

属病院・病院病理部と一体となって病理診断、教

育、研究にあたっている。幅広い病理学のフィー

ルドをカバーしながら、「臨床医学としての病理

学」、「トランスレーショナルリサーチを担う次世

代病理学」の構築を目指している。 

平成 24 年度、牛久病院講師、牛久綾助教が

Massachusetts General Hospital に研究留学した。

スタッフの異動については，4月より助教として

田中博士が加わった。平成 24年 10月付で石川准

教授が東京医科歯科大学難治疾患研究所ゲノム

病理学分野教授に栄転した。また、平成 25 年 1

月より日野助教ががん研究会がん研究所に転出

し、牛久綾助教が 2月より帰国，現職に復帰した。 

大学院（博士課程）については、今年度は 5

名（阿部、伊藤，森田，吉本，宮崎）が学位を取得

した。新年度に 5名の新入生を迎える予定で、平成

25年度には計 17名（留学生 1名）が在籍する予定

である。 

人体病理学・病理診断学分野は、東大医学部附

属病院の病理診断、剖検診断業務を支える一方、

ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研究を

行っている。教育に関しては、M1の病理学総論

を皮切りに、M2 系統病理学、M3 クリニカルク

ラークシップ、M4の BSLに及ぶ医学部病理学教

育、さらに大学院教育、臨床研修医教育を担当し

ている。 

なお、このたび病理学教室創立 125周年を迎え

たことから、5 月 19 日に記念講演会（演者：が

ん研究会有明病院名誉院長武藤徹一郎先生、医学

部長宮園浩平先生）を行い、門脇孝病院長を来賓
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にお迎えし、記念パーティを行った。 

 

診療（病理診断・剖検） 

病院病理部とともに、東大医学部附属病院の病

理診断、剖検診断業務を支えている（病院病理部

の項参照）。 

生検・手術を扱う、いわゆる病理診断（外科病

理）業務に関しては、胸部、肝臓・胆膵、泌尿器、

婦人科、乳腺、整形外科の手術症例、ならびに腎

臓、皮膚、消化管生検について、臨床各科と定期

的にカンファランスを行っている。 

病理解剖症例については毎月 1回 2例を取り上

げ、病院 CPC を継続的に行っている。毎週月曜

日に開催している剖検症例カンファランスとと

もに臨床研修医教育の場となっている。平成 22

年度から CPC ダイジェストを院内に公開してい

る（高澤講師）。平成 23年度より臨床研修医が自

ら問題を解決して、CPC の内容を理解できるよ

う、CPC e-learning コースを作成している（高澤

講師、池村助教）。 

平成 17 年度から開始されている「診療行為に

関連した死亡（診療関連死）」の死因究明のための

解剖調査に、引き続き参加、協力した。 

 

教 育 

M1 に対する病理総論では、病理形態学的な部

分について講義、実習の一部を担っている。 

系統病理学、ならびに実習は、系統講義の進行

にあわせ、一週間に各 1 回、それぞれ計 19 回行

っている。実習での理解を促進するため、前半、

後半に分けてハンドアウトを配布するとともに、

実習に使用する病理組織標本は、すべてバーチャ

ルスライドとしてホームページ上で掲載し、パス

ワードを入力し閲覧できるようにしている。 

M4 の BSLでは、学生 2名単位で 1例の剖検症

例をまとめる剖検病理演習、種々の腫瘍切除例を

用いた外科病理演習、ならびに病院病理部見学を

行っている。系統病理学ならびに卒業試験の一部

について、ホームページで過去の問題を公開して

いる。M3クリニカルクラークシップでは 2名の

学生が病理部を選択した。 

なお、フリークォーターでは M0 の学生 4 名、

M1 の 3名を受け入れた。 

博士課程教育では、がんプロフェッショナル養

成プランに対応して、「腫瘍病理学概論」の講義

を設けている。 

 

研 究 

研究の第一の柱は、「慢性炎症と腫瘍」の病態

解明であり、Epstein-Barr（EB）ウイルス関連腫

瘍（胃癌）を対象に研究を展開している（牛久病

院講師、日野、牛久綾、松坂、国田助教）。EB

ウイルス関連胃癌で特徴的に認められる global

なエピジェネティック異常、microRNA異常のメ

カニズムに着目して研究を進めている（文献 10）。

クロマチン・リモデリング複合体の構成蛋白であ

る ARID1A の変異が種々の癌で一定の頻度で見

出されている。とくに胃癌について、EB ウイル

ス関連胃癌、マイクロサテライト不安定性胃癌の

二つのサブタイプで変異が多いとの報告がなさ

れた。このため、免疫組織学的に検討を行い、

EB ウイルス関連胃癌では他の胃癌とは異なり、

発癌の初期から変異が起こっていることを見出

した（文献 2）。 

研究の第二の柱は、トランスレーショナル・リ

サーチ病理学である。東京大学先端科学技術研究

所と共同で、癌の網羅的トランスクリプトーム解

析に基づき、モノクローナル抗体、組織マイクロ

アレイを用いた発現解析を行っている。また、グ

ローバルＣＯＥ「疾患のケミカルバイオロジー教

育研究拠点」事業の一環として、疾患鍵分子の発

現異常の形態学的解析にも取り組んでいる（山内

特任助教、文献 38）。 

石川准教授は、ゲノム情報を網羅的に解析する
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手法の検討を進め、ゲノム病理学の構築を目指し

ている。その研究の一部として、ヒト腫瘍から同

定されたメルケル細胞種ポリオーマウイルスの病

因的意義の解明に、デジタル PCRによる定量的解

析を導入した（文献 28）。 

研究の第三の柱は、従来の組織病理学的立場か

らの疾患概念、腫瘍概念の再検討である。牛久病

院講師は、claudin-6 が胚細胞腫瘍、ならびに胃

癌・肺癌・卵巣癌の一部に発現することを見出し

た（文献 33）。 

 森川助教は海外留学時に大腸癌の分子疫学

的研究で多くの成果を挙げたが、腫瘍における微

小環境の基礎研究にも参画し、その薬剤耐性への

寄与を明らかにした（文献 31）。また、田中助教

は、博士課程での膵癌発生機構に関する Evi1 の

関与を示す研究で病理学会 100 周年記念研究新

人賞を受賞した。 

病理診断学に密接に関連した研究については

病院病理部の項目で触れる。 
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